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     「出会い」「妊娠・出産」「子育て」の希望をより早く叶え、理想とする子どもの人数の希望を叶えることができるよう、 
      少子化対策の充実強化を図るとともに、就労や登用の支援などにより女性の活躍の場の拡大を推進する。 
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２．地域における子育て支援の充実  
 ◆ファミリー・サポート・センター事業 （41,774千円） (再掲) 

 ・ファミリー・サポート・センターの県内全域への普及を目指した取組を実施 
 ◆多機能型保育支援事業（14,475千円）（再掲） 
 ◆新・放課後子ども総合プラン推進事業 （640,290千円）        など 
   
         
  
   
    
    
    

１．家庭における男女共同参画の推進 
  ◆男女共同参画センターにおける広報･啓発   
                                      (2,467千円） 
  ◆男性の家事・育児等への参画促進 
                                      (432千円）など 

高知版ファミリー・ 
サポート・センター！ 

 Ⅱ  官民協働による少子化対策を県民運動として展開  ～より効果的なものにするために！～（43,543千円）  （一部再掲） 
    「高知家の出会い・結婚・子育て応援団」と協働した取組の充実に向けた支援（育休取得How-Toの作成  など） 

 出会いの機会の創出 
◆出会い支援事業(48,248千円) 

・マッチングシステムの運用強化 

   市町村等と連携した出張登録閲覧会の拡充 

 広報の強化 

 モニター（お試し）会員登録の実施 

・出会いイベントの充実 

   地域の飲食店、集落活動センター等を起点 

 とした活動の活性化 

 一次産業など担い手確保対策との連携 

・サポーター制度の充実 

 婚活サブサポーターの設置 

 婚活サポーター全県協議会(仮称)の設置 
                                                     など 

１ 高知版ネウボラの推進～子育て不安の解消／働きながら子育てできる環境づくり～ 

 ◆地域子育て推進事業（146,234千円） 

 ・地域子育て支援拠点事業の拡充 ・ネウボラ推進会議の開催支援 

 ◆延長保育、病児保育、一時預かり事業（138,443千円） 

 ・病児保育、延長保育、一時預かりの経費への助成 

 ◆多機能型保育支援事業（14,475千円） 

 ・保育所等の子育て支援機能を強化し、子育て家庭を地域で見守り、支えあう、 

    地域ぐるみの子育て支援を行うことが可能な多機能型の保育事業を推進 

 ◆ファミリー・サポート・センター事業（41,774千円） 

 ・柔軟な子供の預け先の拡大に向けたファミリー・サポート・センター事業の実施 

２ 育児に関する休暇等を取りやすい環境づくり 

 ◆少子化対策県民運動推進事業（17,115千円） 

 ・｢育休取得を促進｣するための支援及び｢時間単位年次有給休暇制度｣の導入支援  など 

                                 出会い・結婚 子育て 妊娠・出産 

 Ⅰ  ライフステージの各段階に応じた取組のさらなる推進     （9,522,706千円） 

   安心して妊娠・出産できる環境づくり 

 ◆周産期医療体制整備事業 

                              (74,033千円）                 

 ・周産期医療体制充実のための財政 

    支援と研修の実施 

 ◆母体管理支援事業（40,836千円） 

 ・産前・産後ケアサービスの拡充支援や 

  子育て世代包括支援センターの機能 

    強化及び運営支援 

 ◆不妊治療費助成事業（75,220千円） 

 ・特定不妊治療費及び一般不妊治療費   

 （一部）への助成            

                など     
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 働き方改革の推進   

  ◆働き方改革推進事業（41,136千円）働き方改革推進支援センターの機能強化や企業の取組の進度に応じた専門家派遣等により県内企業の働き方改革を推進 

  ◆女性登用等促進事業（1,250千円） 男女がともに働きやすい職場づくりセミナーの開催       など 

ワーク・ライフ・バランスの推進 

官民協働の県民運動 
へと充実強化！ 

社会全体 
(家庭･地域･職場)で 

子育てしながら働く
女性を支援 

  少子化対策の充実・強化と女性の活躍の場の拡大施策の全体像  

少子対策課、幼保支援課ほか 
H31当初予算額 10,008,455千円   
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３．多様なニーズに応じた就労支援 
  ◆女性就労支援事業（高知家の女性しごと応援室）（47,369千円） 
  ・潜在的な女性労働力の掘り起こしに向けた広報の強化などに取り組むとともに、蓄積された相談事例を 
   生かしたワンストップ就労支援や、働きやすい職場づくりに向けた企業へのアドバイスを実施 
  ◆福祉人材センター運営事業･福祉研修センター事業  （93,701千円） 
  ・相談や職業紹介により福祉や介護職場への就労支援、潜在介護福祉士等の復職支援、主婦等の 
   二ーズにあった柔軟な働き方が可能な職場づくり            など  

 

拡 
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 ４．男女がともに働きやすい職場づくり 

◆女性登用等促進事業（1,250千円）(再掲) 

・男女がともに働きやすい職場づくりセミナーの開催                                                  

◆働き方改革推進事業（41,136千円）(再掲) 

◆少子化対策県民運動推進事業（17,115千円）(再掲)   など                                                                        
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                      H31：100億円【100億円】 Ｈ30：95億円【95億円】 → 
【 】内は実質的な当初予算ベース 
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